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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、政治経済社会のグローバリゼーションによって、

従来国家（ナショナル）のレベルにおいて主な政策決定がなされてきた教育においても、地域

的（リージョナル）なレベルでの政策の立案や実施の重要性が増しつつあることを明らかにし

たことである。これらの成果は、様々な国際会議や出版を通じて、日本や国際社会の国際教育

交流・協力・連携の実践・政策過程に対して、実際にインプットされた。 

 
研究成果の概要（英文）：The main finding of this research is the growing importance of 
regional level governance of education, in which policy decision was traditionally made 
only in the national level, reflecting rapid political, economic, and social globalization. 
This research provided some implications for the actual practice and policy processes of 
international exchange, cooperation and linkage of education in Japan and Asian 
regional community through various settings of international conferences and 
publications. 
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１．研究開始当初の背景 

国際的な教育に関するガバナンス体制の

模索は、グローバルなレベルだけでなく、

リージョナルなレベルでも進展している。

ヨーロッパでは、EU 統合の動きの中で、

「ソクラテス・エラスムス計画」等の地域
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教育計画が実施され、域内での国際的な教

育交流と連携が急速に拡大している。北米

NAFTA やアフリカ連合（AU)が既にそれ

ぞれ教育をその対象としており、アジアで

も「ASEAN 共同体」や「東アジア共同体」

等の地域統合構想が教育を重要セクターと

して位置付けて政策的議論を開始している

等、教育の国境を越えた域内協力・交流・

連携はますます大きく進展することが予想

される。 

申請者は、2007 年度から 2009 年度まで

科学研究費（基盤 A）の支援を得て、「教育

の国際援助・交流・連携の政治経済学的探

究－『国際教育政策学』の構築を目指して」

をテーマに、ナショナルレベルでの教育政

策の国際化過程・国際的調整を実証的に調

査し、その理論構築を目指して研究を行っ

てきた。この主要な研究成果は、ユネスコ

国際教育計画研究所との協力による 12 冊

の翻訳・解説書の出版企画や『国際教育協

力論集』『国際開発研究』における特集号と

して結実した。また、政策的にも、2010

年 9 月に、ニューヨークで開催された国連

MDGs サミットにおいて日本政府が発表

した「日本の教育協力政策 2011-2015」の

策定に本プロジェクトの研究結果が政策立

案に取り入れられる等の成果があった。し

かし、研究の過程で、教育の国際化をナシ

ョナルレベルの教育政策の集合体として分

析するだけではなく、主体的・能動的な意

図や政策決定メカニズムを有するグローバ

ルもしくはリージョナルなガバナンス体制

として理解し分析することが重要であるこ

とが認識されるようになった。 

 

２．研究の目的 

 本研究の主目的は、グローバル（ユネ

スコ、世界銀行等）、リージョナル（東南

アジア文部大臣機構、アフリカ教育開発協

会等）、ナショナル（教育省、内務省等）

の教育政策過程において、これまでほとん

ど研究されてこなかった「リージョナル」

レベルに焦点を当て、研究を推進してきた。

特にアフリカとアジアの 2 地域に焦点を当

て、多種多様な形態を持つリージョナル機

関を類分化し、アフリカ・アジア間で比較、

検討を加え、国際開放体系下の教育政策過

程の理論化を試みることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

本研究は、リージョナルガバナンスに関

係する国際機関と事例国の現地調査、それ

ぞれの政策担当者に関する質問紙調査、及

びその後の研究分担者・連携研究者及び国

際共同研究者間での議論を中心に推進して

いく。その過程で、平和の維持・人権の保

護・社会経済開発等の教育のリージョナル

ガバナンス体制の達成しようとする国際社

会の価値・目標ごとに、ガバナンス体制と

その政策決定過程を、国際機関、政府、教

育機関等の参加アクターに注目して分析す

る。現地調査の結果は、国内外の諸学会で

の発表、ラウンドテーブルの開催を通して、

世界の学術界に問い、国内外の関連する研

究者との意見交換・討議を通して研究フレ

ームワークの構築に努めることを計画して

いた。 

研究結果は、国際会議での発表、国際的

な学術誌への投稿を通して、学術界へ貢献

し、関係省庁と共同でワークショップやシ

ンポジウムの開催し、実践への貢献を行っ

ていく計画を立てていた。 

 
４．研究成果 
 
 本研究による主な成果は以下の 3点に分類
される。 

① リージョナルな機関の形態を類型化

し、アジアとアフリカの2地域で比較、



 

 

検証を実施 

リージョナル機関は複層的に多数、

存在していることが確認された。リー

ジョナル機関の中には国際機関から地

域別に細分化されてきたもの、各国か

ら類似のニーズが寄り集まって形成さ

れたもの等、その多様な存在形態は非

常に複雑であったため、まず、その多

様な形態を類型化し、その後、2 地域

(アジア、アフリカ)間の比較検証を実

施した。 

 

② リージョナルな機関が、各国の教育政

策決定のプロセスに与えている影響

の解明 

  各国の政策担当者や行政担当官が、

実際に教育政策決定を実施する際、国

際機関、国内機関が大きな影響力を持

つ中でリージョナル機関がどの程度の

影響をどの段階で与えているのか、調

査、分析した。 

 

③ 国際開放体系下での新たな教育政策

過程の理論化 

  上記の 2 点の結果を通して、グロー

バル、リージョナル、ナショナル、そ

れぞれの機関の役割と意義の体系化を

試み、新たな研究フレームワークを提

示した。 
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